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　ご存知のよう
に、アイヌ文化
は森羅万象、全
ての生物やモノ
にまでも魂を認
めるアニミズム
を基本としてい
ます。欧米やイ
スラム圏とは異
なり、アジアの国々の土着の宗教は日本の神道もそう
であるように、アニミズム、つまり多神教です。日本
は 6世紀頃中国から韓国経由で仏教が伝来し、聖武天
皇が国をまとめるという政治目的のため、全国に国分
寺、国分尼寺を作りましたが、八百万の神様を祀

まつ

る神
道もそのまま残しました。また仏教自体も多神教であ
ることから、神道が仏教と合体して、山岳宗教という
形態に至ったものもあります。アイヌ社会では亡く
なった人は神となりますが、神道でも亡くなった人は
神となって子孫を見守ると考えられていて、神社に祀
られている神々の名称も～の命（尊）であることが多
いように、男性は命

みこと

女性は刀
とじのみこと

自命という尊称が与えら
れます。実際、日本の神社に祀られている神様が実在
の人物である例は明治天皇を祀る明治神宮、楠木正成
の湊川神社、豊臣秀吉の豊国神社など枚挙にいとまが
ありません。
　このように死んでも無くならないことになっている
魂は、アイヌ語ではラマッ（ramat）ですが、この言
葉は、ラム（ram－心）、アッ（at－紐

ひも

）という 2つの
言葉から成っています。この「紐」を意味するアッと
はいったい何のことでしょうか。
　アイヌ民族は狩猟民族でしたので、捕獲した動物を
解体するため、心臓から大動脈が出ており、大動脈が
切れると心臓が動かなくなるということを知っていま
した。このため、大動脈、つまり魂の紐に命の根源が
あると考えたのです。このような考え方は同じ狩猟生
活を送っていた縄文人にも共通していたと考えられま
す。一方、日本では、新古今和歌集に「玉の緒よ 絶
えねば絶えね ながらへば 忍ることのよわりもぞす

る」（式子内親王）
という歌があるよ
うに「玉の緒」は
「絶ゆ」「継ぐ」「思
ひ乱る」などにか
かる枕詞とされて
きました。玉はこ
の場合魂の意味で
使われています

が、当時「緒」は玉を通す紐と解釈されていたようで
す。万葉集の時代から魂という文字もあったのに（16
巻3889番歌）、玉が使われたのはそのためかもしれま
せんが、個人的にはこの「玉（魂）の緒」という表現
が、歌が作られた平安期の雅

みやび

とは違和感がある気がし
て、長年疑問に思っていました。ところが、「緒」が
心臓から出る大動脈のことを意味するなら、「絶える」
に掛かる枕詞であるということも、平安文化の雅と何
か相いれない感じがすることも理解できます。
　では、魂はいったいどこに行くのでしょうか。アイヌ
の人々は、人が亡くなるといったん「あの世」に向か
うけれども、再び生まれ変わるためにこの世に戻って
くると考えていました。一種の魂のリサイクルです。
但し、この再生するための期間は生前の行いにより異
なり、善行を積んだ人はその期間が短く、悪人は時間
がかかります。アイヌ世界には「地獄」という考え方
はありませんが、悪人は、あの世はあの世でも、環境
劣悪といわれるポクナモシリ（pok－下 na－方の 
mosir－国土）に行かなくてはなりません。この場所
は、じめじめとした湿地または砂漠で食物もろくにな
いなど、人々にとっては決して住みたくないような場
所です。したがって、アイヌの人々はそのようなとん
でもないところに行くのを避けるため、生きている間
は懸命に善い行いをするべく務めました。死んだら全
ては無に帰し、その後はないという考え方もあります
が、そうすると生きている間にどんな悪事を働いても
法律で罰せられない限りペナルティは無いことになり
ます。より良い世の中とするのに役立つのはどちらで
しょうか。
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